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最高気温が２０℃を越えて背広では汗ばむ陽気の4
月19日（日）、都内市ヶ谷にある私学会館「アルカ
ディア市ヶ谷」にて「全日本私塾教育ネットワーク

（以下、私塾ネット）」「全国塾長・職員研修大会」

が開催されました。『大不況下の塾経営』～教育の原

点を再考する～という議題のもと130名を越える方々
に参加いただき会場が満席になり活気あふれる中、会

はスタートいたしまし

た。「私塾ネット」の鈴

木正之理事長からの挨拶

ではじまり、「私塾ネッ

ト」の活動報告をスライ

ドショーとして流しまし

た。各塾への視察や研修

だけでなく、宴会などの

楽しげなスライドも多く

含 ま れ て お り、「私 塾

ネット」の魅力を伝える

スライドとなっていまし

た。 

その後、今回の柱の一つである「アイスブレーク」

にはいりました。「アイスブレーク」とは、仕事も立

場も違う人が３～4名で１つのチームとなっていろい
ろな議題を話していくものです。今回は塾長や講師か

ら私学の先生方、企業の関係の方々など様々な立場の

方に参加いただきましたので、各チームとも普段では

あまり接点のない人（例えば大学生と私塾の先生と塾

長など）がチームとなってアイスブレークが始まりま

した。最初は皆さん緊張気味でしたが、自己紹介や

GOOD&NEWS（最近の良い出来事を出し合う）を通
じて相手を知り緊張もほぐれて話せる環境となったよ

うで、いろいろな場所から拍手や歓声があがっていま

した。そこで、今回の目的の１つである「不況への工

夫」や「新年度への工夫」を各チームで話し合っても

らいました。話し合いの内容は、各学校で行っている

工夫や塾でより良い環境にするための努力などいろい

ろな意見をチーム内で討論し共有してもらうことで

す。そして最後には数チームのリーダーから全体に討

論した内容を発表してもらい全国規模で今ある問題や

それに対する工夫を共有していきました。今回のアン

ケートにも「時間は短かったがとても有意義な時間

だった」「このような機会をもっと増やしていろいろ

な話を聞きたい」など次回につながる回答が多くあり

ました。 
 
次に、今回の研修のメインとなる「㈱アビリティト

レーニング」代表の木下晴弘先生による講演です。関

東エリアでの講演は今回で4期目となりますが、1度な
らず2度、3度と聴きにくるリピーターも何人もいるよ
うです。以下に少しだけですが講演の内容を紹介させ

ていただきたいと思います。 

＜不況下での塾選び＞ 
景気が悪くなれば、出費を抑えようとします。当

然、塾に使う教育費も安いほうを選ぶだろうと思われ

がちです。しかし本当にそうでしょうか？ 

 スーパーでの買い物を例に考えてみると、より安い

ものを探すのは品質のあまりかわらないもの。品質が

大きく違ってしまうようなものは、信頼できるスー

パーで買います。 

 これを塾に置き換えて考えてみると、安い塾に人が

流れる場合、それは「どこも品質があまり変わらな

い」と思われている証拠ではないでしょうか？とは言

うものの、実際に授業を比較して入塾される方はあま

りいません。ではいったい、どうやって品質をアピー

ルしていったらよいでしょうか。 

全国塾長・職員研修大会開催 
平成21年4月19日(日)・アルカディア市ヶ谷 

会場アルカディア市ヶ谷「阿蘇」の間は、130名を超える参加者で熱

気にあふれていた。 

開会の挨拶のたつ鈴木理事長。 

アイスブレークで研修会

は始まった。 

広島から来られた佐藤

先生も真剣なご表情。 

香川、徳島、愛媛、広島、長

野そして青森。私塾ネットの

仲間が各地から集まった。 
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＜塾の品質と存在意義＞ 
 アピールするには、「なぜ保護者は私塾に子供を

預けるか」という点をつきつめていかねばなりませ

ん。保護者様に質問を投げかけると始めは「勉強し

てほしい」という類の言葉を聞きますが、ではなぜ

勉強してほしいか、なぜいい学校に入ってほしい

か、なぜいい環境が必要か・・・と突き詰めていく

と、必ず同じ結論に達します。 

 それは『幸せになってほしいから』。 

 では幸せとはいったいどんな状態なのでしょう

か。これも保護者様のほうに質問をなげかけると、

「健康で、ある程度お金があって、世の中の役に立

ち、人から慕われ感謝され、愛する人に囲まれ、笑

顔でいられる」などなど様々なものが出てきます

が、そこに「勉強」というキーワードは出てきませ

ん。 

 ではどうしたら、こういったものが得られるので

しょうか。木下先生が３０歳をこえる教え子たち

に、電話して実際に「感謝」「お金」「信頼」この

３つについて手に入れているかどうか聞いてみたと

ころ、はっきりと２つのタイプに別れました。 

これら３つを得られる人 ＝他人を喜ばせた人 

これら３つを得られない人＝自分が喜びたい人 

つまり、他人を喜ばせるような人が、幸せになれる

という結果が出たのです。さて、そのために学力は

必要でしょうか。答えはノーです。しかし、知識は

必要です。自分が幸せになるために勉強し、インサ

イダー取引し捕まってしまうような結果は誰も望ん

でいません。他人を幸せにするための知識が必要と

なってくるのです。 

以上のような説明と、各教科のポイントなどをセッ

トにして説明会を行ったところ、入塾率は７０％を

こえたそうです。 

このほかにも、様々な貴重な情報を講演で聞くこと

ができました。木下先生、本当にありがとうござい

ました。 

 今回みなさんに書いていただいたアンケートはとり

まとめて参加者全員にお送りするので、ぜひご参考に

なさってください。次回も有意義な研修会となるよう

努めてまいります。 
（文責 ＬＡＰＩＳスタッフ 下 仁 ・ 桧山 太一） 
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私塾ネット研修大会２度目の登壇。軽妙かつ洒脱な講演で聴衆をわかす木下先生。映像の使い方がたくみで、心に訴える演出がみごと。 
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 だんごどうだん。今春、中学からストレートで通信

制高校に入学した鈴木里穂（仮名）が明るく答えた。

「だんご？…ゴンゴどうだん！だよ。」あきれて言葉

も出ないほどひどい様子！もってのほか！という意味

の四字熟語なの!!と思わず語気が荒くなってしまっ

た。「そうか、四字熟語か。じゃ鈴木里穂も四字熟語

だね。」「…。」私はそれこそ"あきれて"言葉が出な

かった。 

 ４年前から始めた「不登校フォーラム」のパネラー

がきっかけで、私の塾にも通信制高校サポートコース

が誕生した。通ってくる子供たちは大きく分けて"不登

校"か"不良"。中学校でも高校でも、学校では"登校"を

促した後、スクールカウンセラーに回す。しかしス

クールカウンセラーは退職教員が多いので学校"元"先

生と意気投合し、不登校が治ったという話は聞こえて

こない。結果、心療内科経由で、軽く引きこもってか

ら、相談のため塾を訪れるケースが多くなる。 

 「なぜ、学校に行かないのでしょうか？」と不登校

の親御さんから真顔で尋ねられることが多い。「原因

は親にあり」と言っても話が進まないので、「お母さ

んの旧姓をお子さんはご存じですか？」と聞くことに

している。そして「父親にはその父と母が、母親にも

その父と母がいたはず。つまり４つの墓があるはずで

すね。」と続ける。「お子さんを連れてお墓参りをし

ていますか？」…（相談は続く）… 

 墓の話をするが当然、宗教の塾ではない。中学生の

親御さんなら４０歳前後が多い。いわゆるアラフォー

世代。子育て、ローン、一番お金もかかり、人生の大

変な時期。そこに介護の二文字が出てくる。夫婦の出

身が北海道と沖縄というケースもあり、実家が地元で

なければ介護は大問題。兄弟姉妹、一族…金も人も出

せないとなると夫婦の堅かった絆も。 

 ４つの墓、つまり４つの家族という文化が融合し

て、一つの家庭が出来ている。国内でもそれぞれの地

方、それぞれの家族で、言葉、宗教、衣食住のあり方

には違いがあり、さらに世代間のギャプも加えれば、

家族は文化だ。…（相談に戻る）…介護問題に触れて

おいてさらに「お子さんの小学校の時に、ご両親の転

職や独立、離婚、お子さんの兄弟姉妹の長期入院など

は？」と質問する。すると結構、「そう言えば…」とな

ることが多い。「不登校の子供に共通しているのは基本

的に親を悲しませたくないという気持ちです。だから、

子供は"家庭"を守るために良い子になるか悪い子になる

のです。小学校５、６年のときから頑張って、がんばり

続けた気持ちが中学２、３年で、友達のたわいもない一

言にやられてしまうのです。」…… 

 

 戦後日本は核家族化が進み、ライフスタイルが変化し

た。多くの家庭には子供部屋があり、冷蔵庫に食糧が詰

まっていて、冬でも凍えてしまうことのない暖かい環

境。その快適空間で携帯電話を持って軽く引きこもる不

登校生（ヒッキーと言うらしい）。子供 

たち自身が、心療内科の薬を飲んでも"学校に行きたく

なる"とは思っていない。 

 だから「塾は勉強させますよ。１日体験は無料で

す。」と登校・不登校問題のレベルから、進学・自活の

レベルへと興味関心を移して塾通いを勧める。うつ、Ｌ

Ｄ、統合失調症…や保護司、鑑別所等々の話題が飛び交

う子供たちに、独立・自活のための基礎学力をつけてあ

げられるのは今のところ塾なのかもしれないと思う。幸

いなことに現在お預かりしている子供たちは、何れ親元

を離れて自活したい、将来は見えないが自分で生計を立

てたいと考え、"高卒"を欲しがっている。チャンスは二

十歳までだと痛感している。 

 文科省の発表によれば、全国の高校中退者の数は全体

の約２％で、青森県では毎年約９００人が高校を中退す

る現実がある。そして中退理由の７割が「なんとな

く…」「やりたいことはこんなのじゃない…」等々のい

わゆる進路のミスマッチだ。私塾ネット東北では毎年、

「全県高校入試難易度一覧表」を発行しているが、高校

への入口の情報提供だけではなく、ミスマッチの子供た

ちにも、充実した進路の情報提供をしていきたいと考え

ている。  

エリア東北 代表 畑山 篤（青森・志学塾） 

『進路のミスマッチの子供たちは二十歳までに再構築を！』 

 不登校から高校を中退するなどして、通信制高校で学ぶ生徒を

サポートしている八戸市のウイング高等学院（畑山篤学院長）の

卒業式が二十八日、八戸グランドホテルで行われ、出席者が新

たな道へ進む卒業生の巣立ちを祝福した。  

（デーリー東北新聞<4月1日付>より） 

ウイング高等学院の生徒たちと春の総合学習「花見」。              
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エリア関東 代表 仲野十和田 

（東京・ナカジュク） 
 昨年４月からエリア関東の代表をさ

せていただいて、あっという間の１年

間でした。谷村、鈴木前代表が土台を

築き上げてくださった環境で、役員の方々や会員の皆

様の力も存分にお借りでき、また総務の渡辺先生が

しっかり仕事をしてくださるので、私自身は楽しく役

目に乗っている感じです。 

個人的には年度初めに目標とした、「研修会を訪問

研修とする」「職員による勉強会を立ち上げる」こと

が、年間を通してできたことが嬉しかったです。２０

～３０名の会員が入る塾は関東地区に多くありません

ので、途中で継続は無理かと思ったこともあります

が、振り返ってみると、研修会の開催が２３回。約２

回/月のペースで行ってきたことになります。また、参
加者が徐々に増えてきたことも嬉しい材料です。 

話は変わりますが、２月１５日（日）に行った研修

会は、佐藤勇治先生と菅谷友豊香先生の絆で作り上げ

た（社）全国学習塾協会記念誌「絆」製作秘話。当日

の状況はお伝えできませんが、このお二人が私塾ネッ

トにいらっしゃるということを誇りに感じました。当

日は勇治先生のお誕生日ということを小耳に挟み、懇

親会でサプライズバースデーイベント（私塾ネットブ

ログでそのときの様子が見られます）。みんなで祝福

させていただき、私塾ネットの温かさが伝わってきま

した。 

さて、世の中の経済状況は悪く、塾運営も難しく

なってくることが予想されます。でも、今回全国研修

大会でお話していただいた木下晴弘先生ではないです

が、「感動」や「温かさ」があるところには人が集ま

ると思います。真剣に生徒の幸せを考えている塾には

人が集まると思います。 

そんな思いを持って、エリア関東は今年も進んでい

きます！ 

 

エリア中部 代表 松本 紀行 

（長野・チャレンジ学院） 
 皆さま、豚インフルエンザの対策はお

済みでしょうか。個人的には“何だイン

フルエンザか”と少々ばかにしておりま

すが、塾経営者の立場から考えるとそうも言っておれ

ず、その対応をし始めております。マスクをどうしよ

うかとか、学校が休校になったらどうしようかとか、

役員会を開いてそれなりのものを打ち出してみまし

た。普段は海外旅行を勧める私ですが、今回ばかりは

社員や生徒が海外旅行はヤバイと消極的にならざるを

得ませんでした。 

そもそも、鳥も豚インフルエンザも人災じゃあない

かと考えます。人が創り出したものならば、人が解決

しなければいけない。なんだか人間の歴史も病気の歴

史もいたちごっこの感が拭えません。子供の将来に携

わっている私共にとって、どうすれば子供の健康を守

れるのか、これからの将来に次から次へと新しい細

菌が増殖して、子供たちの健康が脅かされていくと

思うと、これは大変なことだと思います。今できる

ことを、つまり、塾経営者自らの危機管理の姿勢を

もっともっと強く持たなくてはと痛感しています。

これからの塾経営者は社会的倫理に基づいて行動し

なければ、消え去っていく運命にあると考えます。 

私塾ネットの皆さまが率先して豚インフルエンザ

に立ち向かわれんことを。 

 

エリア中国 代表 北川 健治 

（広島・栄光プレップ） 
 ３月１９日木曜日、１０時より私塾

ネット中国は定例会を広島市内、ホテ

ルニューヒロデンで開催しました。当

日はいつもの顔ぶれに加えて、ニュー

フェース、浅原陽一先生が登場。席上、今般から学

習共同体河浜塾の総塾長が河浜一也先生から浅原先

生に交代、河浜先生は同塾の会長にとのこと、河浜

先生から紹介がありました。久々の３０代、私塾

ネット中国の先が楽しみです。 

さて、今回のテーマは中高入試と塾業界の情報交

換。全員で高校入試は比較的「穏やかな」受験であ

り、現場でこれといったドラマが本当に少なくなっ

たことが話し合われました。公立高校の受験につい

て、一部、内申点のばらつきが依然としてあるもの

の、普通科が危うい場合は商業科へと簡単に進路指

導がなされ受験前の段階で「合格すべくして受験し

て当たり前のように合格していく」高校受験である

ということで、塾としての運営に一工夫必要である

との認識で一致いたしました。また、私立中学入試

では、逆に生徒募集における学校間格差が顕著に

なってきました。また、全国的にもそうでしょうが

景況感に左右された結果もあり、公立の中高一貫校

の人気は右肩上がりで、適性検査も学力にシフトし

てきたように思われるとの報告もありました。ま

た、塾業界の春先の状態は厳しく、ここ広島でも、

今年の上半期が乗り切れるかどうかの中小零細塾、

新たな価格競争に入った大手塾の攻勢、全国展開の

大手塾の広島進出など、話題に事欠きませんが、

「たくさんの塾がなくなり、たくさんの塾が生ま

れ、総じては塾の数は変わらないが、全体としての

通塾率は落ちている」というパノラマ現象が起きて

いるようであるとの報告がありました。 

 

 

エリア四国 代表 寺嶋 謙次 

（学習院セミナー） 
 3月29日（日）エリア四国の役員者
会を開催しました。12名の会員の方
に出席していただき中身のある有意

義な会を開催することができまし

た。内容は以下の通りです。 
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   理事長活動日誌        理事長 鈴木正之 

平成2１年3月２９日（日） 
湯口塾研修センターにて 

出席者 湯口兼司（香川：湯口塾）・近藤誠介（徳島：文化

の森スクール）・十亀幸雄（愛媛：そがめ塾）・小野昭（香

川：小野塾）・楠山敬志（徳島：楠山ゼミナール）・田村純子

（香川：エイブル）・原田真一（香川：啓真館）・福富耕二

（香川：学習塾アカデミー）・松田俊治（徳島：スタディシッ

プ学習塾）・山田明子（香川：山田塾）・山本幸男（香川：稲

伸ゼミナール）・寺嶋謙次（香川：学習院セミナー）計12名 

（1） 平成20年度 活動報告 
   当初の予定通り、３案件とも有意義に行われま

した。 

    ①東京研修会・総会（4月27日） 
    ②四国支部研修会（5月18日） 
    ③愛塾連20周年記念とのコラボレーション

（9月14日） 
（2） 平成20年度 決算報告 
    全員一致で承認されました。 
（3） 平成21年度 活動計画案 
    計画1）東京研修会・総会（4月19日・日曜日） 

    計画2）四国支部春の研修会（5月31日・日曜日） 

      岡山・広島にてパスカル守安先生、若竹

高橋先生からお話を伺います。 

    計画3）四国支部秋の研修会（10月4日・日曜日） 

      高松・サンメッセ会場（高松市林町

2217-1 2F 中会議室）にて職員研修
も兼ねた内容となります。 

（4）平成21年度予算  

（5）役員改選 
会員数の増加に伴い代議員が1名増加して4名
体制となり、新たに湯口 兼司先生にご就任い

ただきました。その他におきまして平成21年度
の役員は平成20年度と変わりありません 

※  新会員 

    稲伸ゼミナール ：山本 幸男 様 

パスカル数理ゼミ：守安 大樹 様 

    ユウリ進学塾  ：谷本 里美 様 

新年度の四国エリアは上記3名の新会員を迎えること
ができ会員数は20名を突破しました。エリア代表2年
生として今年の私塾ネット四国を盛り上げ、地域の教

育に少しでも貢献できるように頑張っていこうと思っ

ています。今年度もよろしくお願いします。 

２００９年度を迎えて 
 全国研修大会、皆さんご苦労様でした。そして、あ

りがとうございました。 
 田中宏道研修部長を始め実行委員の皆さん、職員の

先生方、全国研修大会お疲れさまでした。私塾ネット

の研修会は会員の先生方はもとより、職員の先生方の

頑張りがあって成り立っています。ありがとうござい

ました。関東以外のエリアから来ていただいた先生方

ありがとうございました。賛助会員の私立中高の先生

方、感謝しております。会の終了後にも貴重なお話を

お聞きすることする事ができました。 
 
◆木下先生のお話しにはヒントが一杯ありました。 

 全国研修大会の木下先生のセミナー、元気をいただ

きました。確かに大不況であっても、必要なことには

お金を出しますよね。逆に必要でなければお金は出し

ませんよね。早速、当塾（いぶき学院）のどこが良い

ところなのかを調査するため、「どうして、いぶき学

院を選んだか」のアンケートを実施。結果は出ており

ませんが、アンケートの結果を踏まえ、もう一度、原

点に戻って塾経営をしていきたいと思います。自塾の

良さ、自塾らしさを忘れてしまってはいけませんね。 
◆子どもの数だけ教育機関はあっていい。 

 子ども達の一人ひとりの性格や学力、そして目的、

将来の夢が違うのなら、子供の数だけ教育機関があっ

ていいのではないでしょうか。しかし、文部科学省や

教育委員会の下での教育機関である公立校の教育は画

一的であり独自性は強くありません。それに比べ私立

校はある程度独自性を出すことは可能であり、現に私

立は各校様々な取り組みをしています。我々学習塾は

と言うと、さらに自由な教育機関であります。１つ１

つの塾には、それぞれの考え方があり、独自の指導法

を持っています。塾の数だけ教育方針があるわけです

から、子供達は自分に合う教育機関に巡り会える可能

性は高くなるはずです。 
◆無くなって良い学習塾はない。 

 学習塾は大手塾から中小塾まで色々な塾があって、

学習塾業界、日本の教育を支えているのです。街の小

さな学習塾達の頑張りも子供達をそして日本を支えて

いるのです。どこの学習塾にも、その学習塾を必要と

している子がいるはずです。ですから、無くなって良

い学習塾はありません。塾生の「わかった」という 

役職名 氏   名 

相談役 山口哲弘・湯口兼司 

  エリア代表 寺嶋謙次 

  代議員 寺嶋謙次・近藤誠介 

十亀幸雄・湯口兼司 

  研修   原田真一 

  広報   小野昭 

  ネット管理   川口順次 

  監査 楠山敬治 

  各県代表 徳島県   近藤誠介・松田俊治 

       愛媛県   川原光明・十亀幸雄 

       香川県   山田朋子・寺嶋謙次 
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顔、本当に嬉しいですよね。塾生の笑顔は最高です。 
◆２００９年度の私塾ネットの活動。 

 菅谷隆臣先生により、私塾ネットのホームページが

一新されました。まだ、作業中のページもあるようで

すが、是非ご覧下さい。 
 さて、２００９年度の私塾ネットですが、私塾ネッ

トは各エリア、会員の皆さんの活動がメインあり、セ

ンターはそれを支援する役割です。２００９年度のセ

ンターの重点方針（活動）は、次の通りです。①エリ

ア間の交流の促進。②新ロゴマーク作成と会員証（年

度ごとのステッカー）発行。実際には２０１０年度よ

り発行となります。③私塾ネット１０周年記念式典準

備委員会の発足と活動の開始。（準備委員長は谷村会

長、副準備委員長に渡辺ネット管理部長、１０周年記

念誌編集長に佐藤渉外部長、副編集長に菅谷豊友香エ

リア交流部長）２０１０年度以降はさらなる会員支援

（集客、講師募集、情報交換、研修、他団体間交

流）、行政への提言のとりまとめ等を検討していま

す。 
 この１年間、皆様から多くのお話をお聞きし、自分

なりに感じ、考えさせられました。私のできることは

限られてはおりますが、精一杯やっていきたいと思い

ます。今年度もよろしくお願い致します。 

4月19日にアルカディア市ヶ谷（私学会館）で行われ
た、平成2１年度：第１回代表者会議の内容をご報告申し
上げます。 

 

【日時、場所】 

 日時：平成２１年４月１９日（日）午後１時～１時４５分 

 場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

 

【代表者会議の成立の確認】 

代議員総数19名中、参加代議員12名、委任状6名、欠席１名 

参加者：畑山先生（エリア東北）、谷村先生、仲野先生、渡辺

先生、長江先生、梶原先生、佐藤先生、石川（以上エリア関

東）、松本先生（エリア中部）、寺嶋先生、十亀先生、近藤先

生（以上エリア四国）               （以上、代議員） 

山口名誉会長、鈴木理事長、安藤顧問、関副理事長、菅谷豊

友香エリア交流部長、監物会計部長、菅谷隆臣ネット管理次

長、安藤光事務局次長、立脇暁先生、竹内会計部次長 

 

【代表者会議 議事進行】 

 事務局長の石川の進行で、まず鈴木理事長の挨拶から

スタート。 

 20年度の事業報告が事務局から、会計報告が監物会計
部長からなされた。 

 特に会計報告に関して鈴木理事長から以下の2点の補足
説明があった。 

 （１）前年度の繰越額が手許現金（普通預金）と一致

しない。 

 （２）288742円の赤字が出ている。 
 この2点について石川事務局長から以下の説明があっ
た。 

（１）については、過年度の未払金の支払漏れなどの可

能性があるが、積み重なったものなので、内容が精査し

きれなかった。 

（２）については、慶弔費、理事長活動費、エリア交通

費で、それぞれ10万円程度の赤字となった。 
（１）については、現金が多くあるのでそれを雑収入と

して繰入れ、帳簿と現金を一致させ、今後このようなこ

とがないよう努める。 

（２）については、21年度の予算は上記を踏まえ「赤字
を出さない方向」で編成するため前年度に比べて以下の

変更を行うことで承認を得た。 

①交通費を制限し、予算内で支給する。 

②慶弔については、電報のみの対応とすること。 

③「会員塾へのロゴ・ステッカーの提供」はエリア

交流費の中で処理する。 

④理事長交通費を廃止し、「役員活動費」「他団体

私学交際費」「エリア活動費」を設ける。 

⑤他団体行事への私塾ネットとしての参加費用につ

いては指定行事にのみに限定する。 

⑥賛助会員私学の記念行事等へのお祝い金等はエリ

アと折半する事とする。 

⑦エリア交通費は会員の人数に比例してエリアに配

分するものとする。 

 

 次に21年度の事業計画が鈴木理事長から示され
た。新しい事業計画としては、エリア交流部の「会員

塾へのロゴ・ステッカーの提供」、「10周年記念準備
委員会の設置し５万円の予算を組み、未使用分は積立

とする」の承認を得た。 

 以上、代議員の全員一致で決定された後、谷村会長

の挨拶で閉会となった。 

 平成２１年度：第１回 私塾ネット代表者会議ご報告    私塾ネットセンター事務局長 石川維雪 

市ヶ谷アルカディア（私学会館）での代表者会議、研修大会

の設営のために集まった役員およびスタッフの打ち合わせ

風景。その数は30名を超えた。 
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鈴木理事長の開会挨拶から 乾杯は畑山エリア東北代表の発生で 

東京私立中高協会実吉副会長の主賓挨拶 閉会の謝辞を述べる谷村会長 

松浦千葉組合理事長が木下先生に秋葉さんの結婚を報告中か？ 

左から安藤顧問、長江副理事長、吉田、礒先生 
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プログラム 
第一部 研修会  午後2時～5時10分 
 ご挨拶 理事 長鈴木 正之 

 ①プロローグ 「アイス・ブレーキング」 

 ●不況下への工夫」「新年度への工夫」を全国規模で共有する。 

 ②エピソード 「大不況下の塾経営」 

     ～学習塾・教育の原点を再考する～ 

     ㈱アビリティトレーニング代表 木下 晴弘先生 

 ③エピローグ 第一部閉会式 

  第一部を振り返って 副理事長 関 志郎 

  御礼ご挨拶  名誉会長 山口 恭弘 

第二部 私塾・私学・教育企業懇親会 午後5時30分～7時30分 
 ご挨拶 理事長 鈴木 正之 

 祝辞  東京私立中高協会副会長 実吉 幹夫 様 

      （社）全国学習塾協会会長 伊藤 政倫 様 

 乾杯 エリア東北代表 畑山 篤 

 謝辞 会長 谷村 志厚 

第三部 慰労会 
 会場 赤坂「ボンボラ」 

第三部 慰労会 

会場：赤坂ボンボラ 

私塾ネットの真骨頂。大いに盛り上がっ

た第三部慰労会、否、疲労会。お疲れさ

ま。石川事務局長と田中、田村先生。 

（Photo by 仲野、菅谷、加藤） 

谷村会長と関副理事長のメタボ会談。

テーマは？ 

鈴木理事長を囲んで私塾と私学の交流も深まり、会場のあちらこちらで歓談

エリア四国から十亀(愛媛)、寺島(香川)、近藤(徳島)先生 

名司会ぶりを発揮した田中研修部長 

手
造
り
の
私
塾
ネ
ッ
ト
活
動
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
披
露

し
た
仲
野
エ
リ
ア
関
東
代
表 



2009年５月１３日         全日本私塾教育ネットワーク広報                第26号 

10 

ふりがな あおばがくいん ふりがな なかむら あきお 

塾名 青葉学院 代表者 中村 明雄 

住所 
〒226-0013 
神奈川県横浜市緑区寺山町89 ｽｸｴｱ21ﾋﾞﾙ4F 

ＴＥＬ 045-931-0253 

ＦＡＸ 045-931-0254 

指導形態 一斉と個別 指導学年 小1～高卒生 
ＵＲＬ http://www.aobagakuin.com/ 
Ｅメール info@aobagakuin.com 

ﾒｯｾｰｼﾞ 
＆ＰＲ 

 

皆様こんにちは。お仲間に入れていただき、既に４ヶ月が経とうとしてい

ますが、様々な会に顔を出す度に、私どものことに触れていただき、心温ま

る思いで一杯です。お心遣いを頂き、改めて御礼申し上げます。さて、新年

度も始まり、生徒獲得に胃の痛む日々ではありますが、皆様からの多くの教

えを自塾に活かせるよう頑張りたいと思っています。すばらしい先生方との

出会いに、心から感謝！です。 

ふりがな じゅくあるご ふりがな かめやま なおと 

塾名 塾アルゴ 代表者 亀山 直人 

住所 
〒272-0804 
千葉県市川市南大野1-6-30 

ＴＥＬ 047-337-2143 

ＦＡＸ 047-337-2143 

指導形態 一斉・個別・個人 指導学年 
幼～高3・浪

人・一般 
ＵＲＬ http://f13.aaa.livedoor.jp/~argo/ 

Ｅメール argo@chive.ocn.ne.jp 

ﾒｯｾｰｼﾞ 
＆ＰＲ 

 

今年からお仲間に入れていただきました塾アルゴと申します。1981年に設立
し、今年で28年目を迎えます。 
指導対象は幼児から高校生までで、指導形態は一斉と個別の

両方です。市川市の南大野にあり、もよりの駅はＪＲの市川

大野駅ですので、お近くにいらしたときにはお立ち寄りくだ

さい。 
これから私塾ネットでいろいろ勉強させていただけるのを楽しみにしてお

ります。 

ふりがな ゆうりしんがくじゅく ふりがな たにもと さとみ 

塾名 ユウリ進学塾 代表者 谷本 里美 

住所 
〒761-8042 
香川県高松市御厩町1970-2 

ＴＥＬ 087-886-7647 

ＦＡＸ 087-886-7647 

指導形態 一斉と個別 指導学年 小・中 
ＵＲＬ   

Ｅメール yuuri@giga.ocn.ne.jp 

ﾒｯｾｰｼﾞ 
＆ＰＲ 

 

私塾ネット四国と香川進学研究会員でもある先生方には大変お世話になり、

湯口先生直々のお誘いが｢東京行けるで、他県研修行けるで。｣ということで入

会となりました。 
 私共の塾は、高松市のやや西よりに位置し、自宅の敷地内に教室を設けて

います。対象学年は小･中学生。毎日元気に通ってくれています。地域では、

宿題が多くて厳しい。でも、面白い塾といわれています。見た目は優しい先生

なのに…。今後共宜しくお願い致します。 

新入会員紹介 ようこそ私塾ネットへ 
当号では3名の新入会員を紹介させていただきます。 

本年も多くのお仲間を紹介できるといいですね。 
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2009年、2月15日(日) 13:00～16:00、「私塾ネット関
東・公開研修会」が京王線国領駅前にある調布市市民プ

ラザ「あくろす」で

開催された。入試・

生徒募集のご多忙な

時期にも拘わらず、

社団法人全国学習塾

協会、NPO法人全国
教育ボランティアの

会、全日本学習塾連

絡会議の共催を得

て、他団体の先生方

にも多数ご出席頂け

た。私塾ネット関東

定例会後、関東代表

である仲野十和田先生の進行により、故村社啓介先生へ

黙祷を捧げ、各団体からご出席下さった先生方のご紹

介、鈴木正之理事長挨拶を経て研修会がスタート。社団

法人全国学習塾協会設立20周年記念誌｢絆 きずな｣発刊
記念を掲げ、前半は、編集長の調布学園塾長、佐藤勇治

先生による「アマチュア編集者が本作りのノウハウを全

公開」と「絆の編集について」、後半は｢絆｣の特別寄稿

に玉稿をお寄せ下さった一橋大学名誉教授理学博士（天

文学）中嶋浩一先生による

「記念誌に携わるまでの経

緯と理科放れについて」ご

講演賜り、終了後は調布学

園見学会と称して、佐藤勇

治先生編集の｢自塾の歩み｣

｢学習塾団体の歴史｣｢追悼

文集｣｢ＮＰＯ法人活動記

録｣｢同窓会誌｣｢自費出版歌

集｣｢進学資料集｣｢教育ネッ

ト要覧｣等の書籍を一挙大

公開、その後の中嶋浩一

先生を囲む会では、終始温かな私塾ネットムードで盛り

上がり、名残惜しみながらお開きとなった。  

お蔭様にて「絆」は、各界皆様のご尽力と強い絆によ

り総勢110名の方から玉稿を頂き、学習塾業界の歴史を
語る大作などと多くの有難いお褒めの言葉を頂戴した。

しかし、その道程は苦難の連続、棘の道。記念誌完成ま

でのポイントはと聞かれたら、たった一つ、記念誌にか

ける編集長の情熱と答える。当初から、「これまで共に

歩んできた学習塾の仲間たちの足取りと連携の歴史を形

にまとめ、後世に残せる本当に良いものを作りたい」と

夢を語られていた佐藤勇治先生。「絆」は、塾業界を共

に歩んできた仲間達を愛して止まず、その人脈を大切に

育み、一切の私利私欲なく身を粉にして働かれた佐藤勇

治先生なくてはできない大仕事であったといえよう。  
それにしても今回の研修会はその名の通り「私塾ネッ

ト公開研修会」。なのに、まるで社団の記念誌発刊祝賀

会を垣間見るかのような趣に違和感を覚えられた方もい

たのではないか。正直、私自身も講演依頼の内容を聞い

て「私塾ネットなのにいいのかしら？」と戸惑った程

だったから。だが、この日の公開研修会は、私塾ネット

ならではの優しい思いや

り失くしては、開かれな

かったと心より感謝して

いる。直ぐに気づいた。

そう、社団記念式典記念

誌「絆」完成報告会での

私の懺悔が発端に違いな

い・・・と。 
私学・私塾の先生方と

塾団体のご寄稿、そして

多大な協賛金を戴いて出

来た記念誌。製作中ずっと、この浄財なくしては絆の

誕生はないと口癖のようにおっしゃっていた佐藤勇治

先生の思いを、完成報告会で皆様を壇上へ迎えて形に

してさし上げたいと願った私だった。が、不徳の致す

ところ、佐藤勇治先生念願であった御礼の時間を頂け

ずご寄稿賜った方々に感謝の場を設けられなかっ

た…、「絆」の影の立役者である佐藤由美子夫人と須

永勇次郎先生始め、補助の編集委員・サポーター達の

温かい支援を、公の場で労えなかった…、そして社団

記念式典の裏方で走り回り、私達を笑顔で励まし見

守ってくれた私塾ネットメンバーに何の御礼もできな

いままに帰途についてしまった…。悔やんでも悔やみ

きれない自責の念に、報告会翌朝目が覚めてから一日

中泣き明かし、更には鈴木理事長にまで電話でご迷惑

をかけてしまった。こんな情けない私を救わんばかり

の公開研修会。それは真に私塾ネットの仲間達の姿勢

に通じている。メンバーのために身を粉にして働く

人々が確実に存在する集団であることを改めて教えら

れたのが、社団記念式典であったことは感慨深い。

「私塾ネットは、与えられる組織ではなく互いに与え

合う組織」、「様々な垣根を越えて、一人ひとりの繋

がりを大切に、塾人のために良いことをする」とい

う、ネットの理念こそが揺ぎ無い存在を守る大きな財

産であり、他にない私塾ネットならではの魅力であ

る。と同時に、その一員であることに誇りを感じてい

る。 
－私塾ネットの仲間達に心より感謝と御礼を申し上げ

ます。本当にありがとうございました。－  

      私塾ネット関東主催 「公開研修会」      慶應受験会 菅谷 友豊香     

中嶋先生を囲む懇親会後、出席者全員で記念撮影 

大好評、中嶋先生の「理科授業」 

出席者に謝辞を述べる筆者 

絆を手に編集のノウハウを語る佐藤先生 
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   特別寄稿 「最近、感じること」            名誉会長 山口 恭弘 

 広島市西部の住宅街に塾を開き、中

学受験を専門に子どもたちと触れ合っ

てきて５０年近くになる。多くの塾仲

間の先生方との交流を通じて遅まきな

がら、あらためて「授業とは」を問い

直し続けている。 

 最近、教育界でもてはやされているキャッチフ

レーズの一つに「分かりやすい授業」がある。それ

を反映してか、書店に入って種々の参考書を開いて

も、グラフやイラストを使って、実に親切に理解の

行き届くようさまざまな工夫がなされている。 

 この言葉が流行り出したのは、私の記憶では昭和

５０年代後半からだった。当時、「校内暴力」とか

「落ちこぼれ」がマスコミを賑わせ、それに対する

教育界からの答えの一つが「分かりやすい授業」

だったと思っている。 

 実は私自身、この言葉は余り好きではない。「分

かりやすい授業」は塾が成り立つ前提である。取り

立てて口にするほどのことはない、との思いがあ

る。それに、「分かりやすさ」が逆に「自分で考

え、理解する」自主的な学習意欲をそいでいるので

はないか、と疑ってもいる。 

 実際、私の体験でも、昔の子どもたちには積極性

があった。分からない問題で苦しんでいる姿を見

て、「教えようか」と声を掛けると、「いいです。

自分で考えるから」と答える子どもが多かった。最

近では、ちょっと分からないと、すぐ「教えて」と

言ってくる。「ここでひと踏ん張りしよう」という

気持ちが欠けているように見受けられる。 

 私は「分かりやすい授業」以上に大切なことは

「教える教師の自己研鑽」だと確信している。常に

人格的に自己を磨き、学識を高めていく普段の努力

である。 

 学びには飛躍がつきもの。「分かりやすさ」を連

続的に積み上げても学問のマスターにはつながらな

い。どこで生徒たちを自分の力量で飛躍させるか。

それを見極めるには、教師自身がその学問の性格や

全体の見通しを熟知していなくてはならない。教え

る側の質の高い学力が必要とされるゆえんである。 

 また、子供たちは尊敬できない人間にはついてこ

ない。子どもたちの「やる気」を引き出すために

も、教える側の人格的高さは必要条件だと思う。私

の中学時代を振り返っても、分かりやすい授業をさ

れる先生は決まって学力とともに人格的にも優れて

いた。大学の学長になられた方もいる。 

 「教える教師の自己研鑽」のほか「集団教育のよ

さ」も最近、実感している。数年前、第一線を退

き、今は生きがいとして中学生の個別指導に応じて

いる。しかし、今ひとつ達成感がない。叱っても誉

めても、ほかに比べる生徒がいないため、その効果

が見えにくい。それに、指導をしながら思わず自分

が感情的になっているのに気づき、反省することも

ある。 

 これに対し、集団授業の中では、他との比較の中

で一人ひとりの個性が際立ち、その子その子に応じ

た指導ができた。「人のふりを見てわが身を正

せ」。ことわざにもある通り、子どもたちも仲間の

状況を見ながら、ある時はライバル心を燃やし、あ

る時は助け合いながら成長していった。集団授業を

基本に補習で個別指導を取り入れる。これが理想的

なの形ではないかと思っている。 

 それにしても悔いが残る。もっと早く以上述べた

ことに気がつけば…。恥ずかしい次第である。 

  

私塾ネット四国  研修会のご案内 

平成21年5月31日(日) 
午前11:00～ 12:15  
教室見学：代ｾﾞﾐｻﾃﾗｲﾝ予備校サクセス倉敷 
場所：岡山県倉敷市阿知2丁目 
   広島若竹塾へ移動 

 
午後 2:00 ～ 2:40  私塾ネット四国総会 
午後 3:00 ～ 5:30   研修会 
     Ⅰ 講演：「新生若竹塾を語る」 
      高橋 博（広島若竹塾塾長）  

   Ⅱ 若竹塾教室見学 
場所：広島県福山市霞町 

午後 6:00 ～ 8:00  懇親会 
  福山ニューキャッスルホテル 
場所：広島県福山三之丸町 
会 費 総会、研修会  1名 1,500円  
    懇親会     1名 6,500円 
ご宿泊希望の方は福山ニューキャッスルホ

テル（10,500円 一泊朝食付）を予約して
いますのでお申出ください。  

☆お問い合わせ・お申し込みは  

  TEL 0877-63-4639  

     学習院セミナー（寺嶋）まで 
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渉外部報告    渉外部長 佐藤 勇次 
          （東京・調布学園） 
 平成20年7月の広報23号で、6月22日(日)までの各
学習塾団体の行事報告を行いました。 
今回は、それ以降をまとめてご報告致します。 
１ 全日本学習塾連絡会議  
  １、第86回 全日本学習塾連絡会議 
（１）日 時：平成20年7月3日(日)／10：00－12：00 
       第11回「世話人会」 9：30－10：00 
（２）会 場：新宿ＮＳビル 3F「会議室」 
（３）出席者：28名 
（４）内 容：◎平成20年度(2008)『私塾・私学・企   
   業 教育ネット要覧』≪第8集≫発刊報告 
   ◎第29回NPO 塾全協主催「私立中学進学相談 
   会」について 

   ◎社団法人 全国学習塾協会設立20周年記念大 
   会と記念誌『 絆 きずな 』の概要 

   ◎各団体の行事報告と予定について 
  ２、第87回 全日本学習塾連絡会議 

（１）日 時：平成20年9月3日(日)／10：00－12：00 
       第12回「世話人会」 9：30－10：00 
（２）会 場：新宿ＮＳビル 3F「会議室」 
（３）出席者：26名 
（４）内 容：◎第29回NPO 塾全協主催「中高進学 
   相談会実行委員会」 

   ◎社団法人 全国学習塾協会設立20周年記念大 
   会への協力について 

  ３、第88回 全日本学習塾連絡会議 
（１）日 時：平成20年12月7日(日)／16:00－17:30 
       第13回「世話人会」 15：40－16：00 
（２）会 場：ホテルグランドパレス［九段下］  

（３）出席者：22名 
（４）内 容：◎合同忘年会の進行説明と協力につ 

   いて 

   ◎2009「学習塾合同新年会」「塾教育総合展 
    ～塾学校に役立つ展示会～」 

   ◎各団体の行事報告と予定について 

  ４、第89回 全日本学習塾連絡会議 
（１）日 時：平成21年3月24日(火)／10:30－12:00 
      第14回「世話人会」 10：00－10：30 
（２）会 場：新宿ＮＳビル 3F「会議室」 
（３）出席者：25名 
（４）内 容：◎平成21年度(2009)『教育ネット要 
   覧』≪第9集≫ 発行準備説明 
       ◎各団体の行事報告と予定について 

２ 社団法人 全国学習塾協会  

  １、設立20周年記念大会 
  （塾の日フェスティバル2008 in 東京） 
（１）日 時：平成20年10月12日(日)／13:15－21:00 
（２）会 場：新宿 ヒルトン東京 

（３）出席者：ご来賓15名 私立学校98名 企業22 
   名 学習塾関係者147名 特別参加7名       
   総合計289名 
（４）内 容： 

  第1部「塾の日記念式典」 
  第2部「音楽と写真で綴る2つの“Ｊ”の20年」 
  第3部「親睦交流会」 
  ２、社団設立20周年記念誌 
    『 絆 きずな 』 
（１）発行日：平成20年(2008)10月1日 
（２）部 数：2150部発行 
（３）配布先：◎正会員 ◎賛助会員 ◎原稿執筆  

   者 ◎協賛広告協力私立学校、企業、学習塾 

   団体、学習塾 ◎国公立図書館、大学図書館  

   ◎通商産業省、文部科学省その他官庁 

   ◎全国の市町村教育委員会 約800冊 
    平成21年4月17日現在、残部75冊 
（４）発行者：社団法人 全国学習塾協会、［代表   

   者］伊藤政倫 

（５）編 集：［編集長］佐藤勇治 

   ［副編集長］菅谷友豊香［委 員］稲葉秀雄  

   向山葉子 大木一利 高倉陽子 加藤 実    

   佐藤由美子［サポーター］菅谷隆臣 須永勇 

   次郎、久保圭太 

（６）概 要： 

   ◎総頁数418頁（カラーアルバム含む） ◎本 
    扉 カラー水彩画「桂林」 

   ◎口絵 カラーアルバム16頁 ◎上製本、金 
    箔押、函付き、見返し朱色 

   ◎寄稿者110名 
   ◎協賛金協力者117名 
３  全国学習塾協同組合（ＡＪＣ）  
  １、塾教育総合展（教材教具展） 
 
（１）日 時：平成21年1月11日(日)／10:30－15:30 
（２）会 場：東京国際フォーラム B2F 
       「展示ホール」 

（３）出 展：出展企業＝75ブース、ミニセミナー 
       ＝10テーマ 入場者は前年を上回る 
（４）内 容：塾教材、教具、経営資料、講演など 

４ NPO 全国学習塾連合協議会（塾全協）  
  １、第29回 私立中高進学相談会 
 
（１）日 時：平成20年9月15日(祝)／11:00－16:00 
（２）会 場：新宿 ＮＳビル地階「展示ホール」 

（３）参加者：約3800名（前年を上回る） 
（４）内 容：私立中高進学相談ブース＝135校、進

各 部 報 告 
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学相談コーナー、進学説明会場（中学受験・高校受

験）、私立中学高校パンフレットと資料の説明 

  ２、第34回 NPO 塾全協 全国研修大会 
（１）日 時：平成20年11月3日(祝)／13：00－17：00 
（２）会 場：私学会館「アルカディア市ヶ谷」 

（３）参加者：123名 
（４）内 容：「改革のうねりを迎えて」 

   平成22年 埼玉県       
埼玉県私立中学高等学校協会副会長 小川義男 先生 

   平成23年 千葉県     
千葉県私立中学高等学校協会 会長 大羽克弘 先生 

   そして東京都の改革の今後  

東京私立中学高等学校協会 副会長 寶吉幹夫 先生 

  ３、平成21年(2009)学習塾合同新年会 
（１）日 時：平成21年1月11日(日)／17：00－19：30 
（２）会 場：コートヤード・マリオット銀座東武ホ 

       テル 3F「龍田」 
（３）参加者：ご来賓、私立学校、教育関連企業、学 

       習塾団体、塾関係者 186名 
（４）内 容：和太鼓、木場木遣 

      ［総合司会］山田 透（ニッポン放送 

     ショウアップナイター担当アナウンサー） 

５  東京私塾協同組合  
  １、東京私塾協同組合主催 

 「親と子の私立・都立中学高校受験相談会」 
（１）日 時：平成20年10月5日(日)／11：00－15：00 
（２）会 場：ホテルグランドパレス「九段下」 

（３）参加者：親と子の参加者、約1000名で会場は大 
       盛況 

（４）内 容：私立中学校高等学校および都立高等学 

       校が同会場にて進学相談会を実施 

  ２、塾団体合同忘年会 
（１）日 時：平成20年12月7日(日)／18：00－20：00 
（２）会 場：ホテルグランドパレス「九段下」4F  
       「ゴールデン」 

（３）参加者：ご来賓、私立学校、教育関連企業、学 

       習塾団体、塾関係者 163名 
（４）内 容：同時開催3F「白樺」都立入試問題研究 
       会／14：30－20：30 
６  埼玉県私塾協同組合  
  １、ＳＳＫ忘年会 
（１）日 時：平成20年12月14日(日)／18:00－20:30 
（２）会 場：大宮中央デパート「徳樹庵」 

（３）参加者：私立学校（埼玉全域、東京東地区）、 

   教育関連企業、学習塾団体、塾関係者 約60名 
（４）内 容：和風テーブル席による、私立学校の先 

   生と学習塾の先生方の懇談会形式の忘年会 

  ２、ＳＳＫ情報展と懇親会 
（１）日 時：平成21年2月1日(日)／14：50－20：20 
（２）会 場：大宮ソニックシティ［第1部］第5展示 

   場 ［第2部］第4展示場 
（３）参加者：約100名 
（４）内 容：第1部セミナーと教材・教具展示会 
       （16社参加） 

会計部報告    会計部長 監物一男 
           （埼玉・向学館） 
会員の皆様には、昨年度も会の運営にご協力を

いただき、ありがとうございました。今年度も賛

助会員の方々と各エリアのご協力を得て、会計部

を担当してまいりたいと思っております。どうぞ

今年度も宜しくお願い申しあげます。 

さて、早速ですが21年度もセンター会費の徴収
を行っております。つきましては、各エリアごと

に、センター会費を集めさせていただきたいと思

います。詳細は、エリア代表ないしはエリア会計

担当にお問い合わせください。 

エリア代表者 

エリア東北 畑山篤（志学舎） 

エリア関東 仲野十和田（ナカジュク） 

エリア中国 北川健治（栄光プレップ） 

エリア四国 寺嶋謙次（学習院セミナー） 

又、エリア東北海道、エリア東北（青森以外）、

エリア中部、エリア近畿、エリア九州に於いきま

しては、センター会計部より、直接会費を集めさ

せていただきます。 

尚、詳細やご不明な点は、センター会計部 監

物一男（048-688-6903 向学館内）までお問い合わ
せください。 

【郵便振替でご送金の場合】 

 以下の郵便口座までご送金ください。 

（口座番号）０２３０－６－００６８８２０ 

（口座名義）全日本私塾教育ネットワーク 

【銀行振替でご送金の場合】 

埼玉りそな銀行 七里支店  

普通預金  ４４１３３１６ 

（口座名義）私塾ネット 会計部長 監物一男 

 

以上、よろしくお願い申しあげます。 
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    事務局長 石川維雪 
 初夏の気候を感じさせるこの頃ですが、私は花粉

症の一番ひどい時期を脱して、ほっとしているとこ

ろです。 １月から３月まで、殺人的なスケジュー

ルで忙殺され、この期間はまったくどこにも出かけ

ることができませんでした。連休明けからまた活動

を再開したいと思っております。 

 ４月１９日の全国研修大会に先駆けて行われた代

表者会議の内容につきましては、別のページでご紹

介し、この広報にその議事録を同封させていただき

ましたので、ご一読願えますと幸いです。 

 さて、その中で事務局に関することで言います

と、私が昨年いろいろなエリアへ出かけたことで交

通費が予算をオーバーしてしまったことに、大変責

任を感じております。 

 昨年は都合９回の地方出張を行いました。鈴木理

事長新体制の初年度ということもあって、なるべく

鈴木理事長にも同伴してもらい、どうしても理事長

の都合がつかない場合は私一人でも出かける、とい

う考えで行動した結果でした。 

 その行脚は、それなりの成果を収めたとは自負し

ておりますが、予算をオーバーしては元も子もあり

ませんし長続きしません。今年はその点も配慮しつ

つ、活動をしていきたいと思っております。 

 もう一つ。代表者会議の前の時間で、エリア間等

の総会が開かれました。 

 この席であった発言が代表者会議にも同じことが

言えて、「なるほど」と思わされました。 

 発言の内容は「委任状をとるのに、先に事業報告

書や会計報告を見せてもらえないと、委任状の書き

ようがない。他の先生に白紙委任というのは、いか

がなものか」というものでした。 

 聞かされて正直ドキッとしました。私にもそのよ

うな発想がなかったからです。 

 確かにその通りで、事前に各種の報告に目を通し

ていただいてから、委任状をいただくのが正しいと

思いますので、何とか工夫をして、来年度から代表

者会議に導入できるように配慮したいと思っており

ます。 

私塾ネットセンター 事務局通信 

閑話休題       編集長 谷村志厚 
 先の研修大会のテーマは「大不況下の塾経営」であっ
たが、会員塾の皆さんのところでは、どのような取り
組みをされているだろうか◆当塾では土曜日の午後の
時間帯を使って「土曜キャリアアップ・検定突破講
座」を新設した。これは英検、漢検、数検の三大検定
に加え、歴史検定と日本語検定の受検講座を常設する
ものだ。これまで検定対策は、英検、数検については
有料の短期講座を、漢検では無料の模擬テストを実施
し受検生の要望に応じていた。昨年の第2回英検で、中
３の選抜メンバー8名に、準2級の受検特訓を実施し
た。その結果、8名全員が2次検定まで完全制覇という
快挙を達成した◆ところが彼らの英語学力を客観的に
見ると、準２級レベルに達しているとはとうてい思え
ない。つまり付け焼刃的な詰め込み受検対策では、本
来の学力は定着しづらいと実感したのである。これを
きっかけに、半年あるいは1年をかけてじっくりと検定
学力を養成する講座を常設することとした次第だ◆５
月現在英検と漢検の講座を３０名弱の塾生が受講して
いる。６月以降数検、歴検、語検の講座を順次開設し
ていく予定だ。世間では「ダブルスクール」と称し
て、複数の学習機会を利用する例も多い。学習塾自体
がまさにそれだが、さらにすすめて従来の教科学習と
並列し「ダブルコース」を充実させるのも、ひとつの
塾の取り組みだと思うのだが◆不況対策の第二段のつ
もりで、５月連休を利用して教室をリニュアルした。
５教室分の壁紙と床の張替を行ったのだが、工事前後
の準備や片づけをふくめると、４日間の連休をまるま
る使うはめになった。おかげで何所に行くでもなく、
高速道路の渋滞情報を冷やかに聞くことになった。今
回のリニューアルは生徒には内緒にしていた。彼らに
は連休明けにサプライズがあるよと予告したが、多く
の生徒は「犬が一匹増える」と予想した。というのは
当塾には看板犬のジャック（キャバリア種）がいて皆
の遊び相手になっている。昨年まではもう一匹、大型

犬のラブラドールレトリバーがいたのだが、これが昨
年１０月末に亡くなったからそんな予想になるのであ
る。連休明け通塾した子供たちは、予想はずれにがっ
かりしてはいたが、すっかりきれいになった教室で、
ちょっぴり緊張ぎみの新鮮な授業となった◆新型イン
フルエンザが世界的な広がりを見せている。九日には
国内での感染症例が確認され、はたして今後どのよう
な展開になるやら気がかりである。万一国内で二次感
染が広がることになれば、学校の休校といった事態も
予測され、塾への影響も大である◆そんなおり千葉学
習塾協同組合(松浦重雅理事長)では「新型インフルエ
ンザへの対応」という文書を緊急発信した。文書では
この事態への塾の対応のガイドラインを示し、塾生・
保護者への連絡文例を提供している。ためになるもの
なのでその内容を抜粋掲載する。皆さんの参考として
いただきたい◆『<新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１型）
への当塾の対応について>当塾では生徒の安全・健康を
第一に考えて次のように対応することとしています。
①生徒全員分のマスクを準備し、電子体温計を常備し
ています。②生徒に発熱や咳をする者がいないか常に
注意を払い、具合の悪い生徒は直ちに帰宅させます。
③学校が休校になる場合は、宿題等を与えながら塾も
全面休校とします。④お休みした分は、後日振替の補
習をします。以上ですが、インフルエンザは短期間に
伝染発熱し、沈静化すると思われますにので、皆さん
もその間の外出をできるだけ控え、うがいや手洗いを
励行するよういにしてください。十分な睡眠を取り、
抵抗力を高めておくことも必要です。なお、新型イン
フルエンザの症状がみられた場合は、医療機関を受診
せず、保険所（下記の専用電話）に連絡をして下さ
い。』これに各所の保健所の連絡先を併記するという
内容である。このような準備が杞憂に終わることを願
うが、万一に備えての心構えや準備は怠らないように
したいものだ。エリア中部の松本先生も同趣旨のこと
を述べられている。あわせて参考とされたい。 
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賛助会員一覧(順不同) 
東京成徳大学中学高等学校     増澤 文徳先生 

東京都北区豊島8-26-9      ℡03-3911-2786 

日本工業大学駒場中学高等学校 河村 文夫先生 

東京都目黒区駒場1-35-32    ℡03-3467-2130  

青稜中学高等学校             笠松 芳幸先生 

東京都品川区二葉1-6-6         ℡03-3782-1502 

東京女子学園              実吉 幹夫先生   

東京都港区芝4-1-30            ℡03-3451-6523 

駒込中学高等学校            河合 孝允先生     

東京都文京区千駄木5-6-25      ℡03-3828-4141 

愛国中学高等学校            高橋 英夫先生  

東京都江戸川区西小岩5-7-1     ℡03-3658-4111 

日本橋女学館中学高等学校    羽田野 敦先生 

東京都中央区日本橋馬喰町2-7-6 ℡03-3662-2507 

安田学園中学高等学校      福谷 隆芳先生 

東京都墨田区横綱2-2-25        ℡03-3624-2666 

多摩大学目黒中学高等学校     福本 明男先生 

東京都目黒区下目黒4-10-24     ℡03-3714-2661 

科学技術学園高等学校      高塚 聡先生 

東京都世田谷区成城1-11-1    ℡03-5494-7711 

日本音楽高等学校        中野 道代先生 

東京都品川区豊町2-16-12    ℡03-3786-1711 

立正中学高等学校        今田 正利先生 

東京都品川区大崎4-2-16     ℡03-3492-4416 

上野学園中学高等学校      高橋 公美子先生 

東京都台東区東上野4-24-12   ℡03-3842-1021 

二松学舎大学付属高等学校    木村 誠次先生 

東京都千代田区九段南2-1-32   ℡03-3261-9288 

村田女子高等学校 
村田学園小石川女子中学校    武 雅祐先生 

東京都文京区本駒込2-29-1    ℡03-5940-4187 

自由学園（中等部・高等部）  堀田 純一先生 

東京都東久留米市学園町1-8-15 ℡042-422-3111 

帝京中学高等学校       金野 眞行先生 

東京都板橋区稲荷台27-1    ℡03-3963-4711 

(株)パイロットコーポレーション 辻 豊様         

東京都中央区京橋2-6-21    ℡03-3538-3782 

(株)教育企画ティーファイブ    山田  孝幸様 

東京都品川区北品川1-22-17-104 ℡03-5479-7061            

(株)創開コミュニティー     小林 和光様   

千葉県柏市柏2-7-22-202     ℡04-7164-6511 

ギガビジョン株式会社       櫻井 淳二様  

東京都千代田区九段北1-4-5   ℡03-3237-5861 

関東国際高等学校        村山 ｻﾝﾄﾞﾗｰ先生 

東京都渋谷区本町3-2-2     ℡03-3376-2244 

江戸川学園取手中学高等学校   竹澤 賢司先生 

茨城県取手市西1-37-1      ℡0297-74-8771 

十文字中学高等学校           夘木 幸男先生 

東京都豊島区北大塚1-10-33    ℡03-3918-0511 

東洋高等学校               野間 一夫先生  

東京都千代田区三崎町1-4-16   ℡03-3291-3824 

桜丘中学高等学校             品田 健先生  

東京都北区滝野川1-51-12      ℡03-3910-6161 

聖徳大学附属中高等学校       川並 芳純先生 

千葉県松戸市秋山600          ℡047-392-8111 

麹町学園女子中高等学校       大野 博人先生  

東京都千代田区麹町3-8     ℡03-3263-3014 

春日部共栄中学              宇野 禎弘先生   

埼玉県春日部市上大増新田213  ℡048-737-7611 

大成高等学校                 森 保先生      

東京都三鷹市上連雀6-7-5      ℡0422-43-3196 

東京学園高等学校             須藤 勉先生   

東京都目黒区下目黒6-12-25    ℡03-3711-6641 

東京立正中学高等学校         藤井 教戒先生  

東京都杉並区堀ノ内2-41-15    ℡03-3312-1111 

八雲学園中学高等学校       横山 孝治先生 

東京都目黒区八雲 2-14-1     ℡03-3717-1196 

関東第一高等学校             副田 康孝先生   

東京都江戸川区松島2-10-11    ℡03-3653-1541 

武蔵野中学高等学校           丹野 秀彦先生 

東京都北区西ヶ原4-56-20      ℡03-3910-0151 

神田女学園中学高等学校     齋藤 元治先生 

東京都千代田区猿楽町2-3-6  ℡03-3291-2447 

和洋国府台女子中学高等学校   太田 陽太郎先生 

千葉県市川市国分4-20-1    ℡047-371-1120 

東京文化中学高等学校     上前 善勝先生 

東京都中野区本町6-38-1    ℡03-3381-0196 

文京学院大学女子中学高等学校 嶋田 栄司先生 

東京都文京区本駒込6-18-3   ℡03-3946-5301 

京北学園中学高等学校         実方 隆志先生 

東京都文京区白山5-28-25   ℡03-3941-6253 

大森学園高等学校            河嶋 正先生 

東京都大田区大森3-2-12       ℡03-3762-7336 


